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Information ～お知らせ～
・楽々フェスティバル
・河川クリーン作戦など

未来に羽ばたく新成人～成人式～

まちの話題
・藤岡市ジュニアマラソン大会
・藤岡カルタ大会など

成人式 税の申告



　
１
月
７
日
㈰
み
か
ぼ
み
ら
い
館

で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
５
８
１

人
の
新
成
人
が
人
生
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
当
日
、
会
場
に
は
艶あ

で
や
か
な
振

り
袖
姿
の
人
、
ス
ー
ツ
姿
や
紋
付

袴
姿
の
人
な
ど
、
個
性
豊
か
な
新

成
人
た
ち
が
集
い
、
華
や
か
な
雰

囲
気
が
場
を
包
み
ま
し
た
。ま
た
、

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
友
人

と
お
喋
り
を
楽
し
む
人
、
写
真
撮

影
を
す
る
人
な
ど
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、新
井
市
長
か
ら「
健

康
な
心
と
体
を
も
っ
て
、
社
会
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
」と
祝
辞
が
送
ら
れ
、

新
成
人
代
表
の
高
橋
美
和
さ
ん（
藤

岡
）が「
20
年
間
の
人
生
で
関
わ
っ

た
全
て
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
し

ま
す
。
可
能
性
を
広
げ
、
よ
り
良

い
地
域
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
二
十
歳
の
誓

い
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
成
人
式

 

～
感
謝
と
貢
献
の

　
　
気
持
ち
を
胸
に
～

新成人に聞いてみた！

～ハタチの抱負～

新成人の生まれた
1997-98 年はこんな年！
重大ニュース
■消費税率引き上げ（３→５％）
■香港が中国へ返還される
■サッカーＷ杯、日本初出場
　決定
■長野冬季五輪開催

ヒット曲（曲名／歌手名）
■CAN YOU CELEBRATE? ／
　安室奈美恵
■硝子の少年／ KinKi Kids
■White Love ／ SPEED
■白い雲のように／猿岩石

ヒットした物
■もののけ姫（スタジオジブリ）
■たまごっち（バンダイ）
■キシリトール（ロッテ）

成人式

夢をかなえて
　　　がんばる

多賀谷 志穂さん
篠塚

大人になる (^^)

大澤 祐香さん　新井 美貴さん
藤岡　 　　　　　 藤岡

お酒に強くなる

大原 滉喜さん
鬼石

お金持ち
　 になる！

新井 伶菜さん
神田

幸せになりたい！

松本 萌花さん
保美

素敵な人に
　出会えます
　　　ように…♡

井口 夏南さん
神田

キレイな
　女性になりたい！

諸星 かんなさん
篠塚

しっかりした
　社会人になる！

奥原 茜さん
上戸塚

社会に出るためのステップ
をしっかりと踏んで行く

金井 圭吾さん
森
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市
県
民
税
の
申
告

　
市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
30
年
度
の

市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
な
ど
の
算
定
基
礎
や
所
得
証
明
な
ど

の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

◎
次
に
該
当
す
る
人
は
市
県
民
税
の
申
告

は
不
要
で
す

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

▽
給
与
所
得
の
み（
年
末
調
整
済
み
）の

　
人
で
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

　
の
適
用
を
受
け
な
い
人
。
た
だ
し
、
２

　
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る

　
人
は
申
告
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

▽
公
的
年
金
所
得
の
み
で
、
社
会
保
険
料

　
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
な
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告

 　
　■確

定
申
告
が
必
要
な
人

▽
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

▽
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人

▽
給
与
所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

　
合
計
が
年
間
20
万
円
を
超
え
る
人

▽
雑
所
得
な
ど
が
あ
る
人（
年
金
収
入
が  

　
４
０
０
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
）

▽
給
与
年
収
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

▽�

転
職
な
ど
を
除
き
、
２
カ
所
以
上
か
ら

給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人

■
還
付
申
告

◎
次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告
す
れ
ば
29

年
中
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

▽�

給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、

医
療
費
控
除
・
寄
附
金
控
除
・
住
宅
ロ
ー

申告の時に必要な物
所得税 市県民税

収入など
▽ 印鑑 ▽給与所得や公的年金などの源泉徴

収票の原票（コピー不可） ▽事業所得などが
ある人は収支の内訳書 ▽ 申告者本人名義の
口座番号の分かる物 ▽マイナンバー関係書
類（※１）

▽印鑑 ▽源泉徴収票や事業所からの給与支
払証明書など収入の分かる物 ▽事業所得な
どがある人は収支の内訳書 ▽扶養する人に
収入がある場合は収入が分かる物 ▽マイナ
ンバー関係書類（※１）

社会保険料控除
など

29 年中に支払った ▽社会保険（任意継続） ▽国民年金保険料 ▽生命保険料 ▽地震保険料な
どの支払証明書

医療費控除（※２）
医療費の明細書・通知（加入している医療保険者から発行されたもの）または 29 年中に支払っ
た医療費の領収書（医療費と高額療養費や入院給付金などで補てんされた金額をあらかじ
め集計して申告時に提出してください）

障害者控除 障害者手帳または障害者控除対象者認定書（※３）など

寄附金控除 寄附した団体などからの受領書

住宅ローン控除
（住宅借入金等特別控除）

▽登記簿謄（抄）本 ▽請負・売買契約書の写し ▽
住宅取得資金にかかる借入金の年末残高証明書

※所得税の確定申告をした人と、年末調整
済みの人は市県民税の申告は不要です

ン
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

▽
29
年
中
に
中
途
で
退
職
し
た
後
、
再
就

　
職
せ
ず
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

年
金
所
得
者
の
申
告
の
簡
素
化

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
年
間
４

０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
そ
の
年
の
公
的

年
金
な
ど
の
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20

万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

は
不
要
で
す
。

◎
次
に
該
当
す
る
人
は
所
得
税
の
申
告
が

必
要
で
す

▽
外
国
か
ら
の
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し

　
て
い
る
人

▽
医
療
費
や
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け

　
る
人（
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
源
泉
徴

　
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
）。
ま
た
還
付
は
無
く
て
も
市
県

　
民
税
の
税
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
も
あ

　
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
市
県
民
税
の
申

申
告
受
け
付
け
会
場

■
確
定
申
告
・
市
県
民
税
の
申
告
受
付

　
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
人
は
、
必

ず
高
額
療
養
費
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

か
ら
医
療
費
控
除
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

会
場　
市
役
所
第
１
会
議
室

時
間　
午
前
９
時
～
11
時

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
※
午
前
８
時
よ
り
前
の
来
庁
は
庁
舎

　
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
税
務
課

そ
の
他

■
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
居
住
年
の
適
用
期
限
が
31
年
６
月
30
日

か
ら
33
年
12
月
31
日
ま
で
２
年
６
カ
月
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
内
、
26
年
４
月
か

ら
33
年
12
月
に
居
住
用
に
供
し
た
場
合
、

控
除
限
度
額
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税

　
医
療
費
控
除
な
ど
の
申
告
を
行
う
場
合

お
よ
び
５
カ
所
を
超
え
る
自
治
体
に
寄
附

し
た
場
合
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
寄
附
し
た

自
治
体
が
発
行
す
る
受
領
書
を
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
税
務
署

内
の
通
行
の
妨
げ
な
ど
支
障
が
で
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
控
え
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
税
務
課（
☎
㊵
２
２
３

１
）

◎
次
に
該
当
す
る
人
は
市
役
所
で
は
申

告
で
き
ま
せ
ん
。
藤
岡
税
務
署
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い

▽
過
去（
28
年
分
以
前
）の
申
告
を
す
る
人

▽
青
色
申
告
を
す
る
人

▽
消
費
税
を
申
告
す
る
人

▽�

土
地
や
株
な
ど
の
売
買
の
あ
っ
た
人

（
土
地
収
用
の
特
例
経
費
を
適
用
す

る
場
合
を
除
く
）

▽�

譲
渡
損
失（
繰
越
損
失
を
含
む
）の
申

告
を
す
る
人

▽�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
で
借
入
金

が
連
帯
債
務
の
場
合
な
ど

▽
雑
損
控
除
の
申
告
を
す
る
人

▽
準
確
定
申
告（
死
亡
し
た
人
の
申
告
）

　
を
す
る
人

■
確
定
申
告
の
受
付
会
場

会
場　
藤
岡
税
務
署

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
書
類

作
成
に
時
間
が
か
か
る
の
で
４
時
ご
ろ

ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
税
務
署（
☎
㉒
０

９
７
１
＝
自
動
音
声
案
内
）

　
※
還
付
申
告
は
、
２
月
15
日
㈭
よ
り

前
で
も
藤
岡
税
務
署
窓
口
で
受
け
付
け

て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
税
務
課（
☎
㊵
２
２
３
１
）・
藤
岡
税
務
署（
☎
㉒
０
９
７
１
）

申
告
受
付
期
間　
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭（
土・日
曜
日
を
除
く
）

の
申
告
は
お
早
め
に

税
※
申
告
期
間
の
前
半
や
週
の
初
め
、
午
前
中
は
、
申
告
会
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

市県民税・所得税の申告

※１　マイナンバー関係書類

▽マイナンバーカード（写真付き）

▽ �マイナンバーを確認できる書類（通知カードなど）
＋本人の身元確認書類（運転免許証など）

※２　医療費控除

▽ �29 年分の確定申告から、医療費控除は領収書の提
出が不要となり、代わりに「医療費控除の明細書」の
添付が必要となりました。（税務署が記入内容の確認
を求める場合がありますので領収書は５年間保存す
る必要があります）なお医療費控除を受けるために
必要な医師などが発行した証明書（おむつ使用証明
書、在宅介護費用証明書など）は提出が必要です。

　　※ 31 年分の確定申告までは従来どおり領収書の
　添付または提示による申告も可能です

▽�健康の保持増進および疾病の予防として一定の取り
組みを行う人が特定一般用医薬品等購入費（医師に
よって処方される医薬品（医療用医薬品）から薬局
などで購入できるＯＴＣ医薬品に転用された医薬品

（スイッチＯＴＣ医薬品）の購入費）を支払った場合
は、「セルフメディケーション税制による医療費控除

の特例」の適用を受けることができます。（通常の医
療費控除とどちらか選択）この特例の適用を受ける
人は「セルフメディケーション税制の明細書」の提
出および適用を受ける年分において一定の取り組み
を行ったことを明らかにする書類の提出または提示
が必要です。

※３　障害者控除を受けるための障害者控除対象者認定書
　障害者手帳のない人でも、寝たきり高齢者や 65 歳
以上で身体障害者・知的障害者に準ずると認定される
本人とその扶養者は、申告時に「障害者控除対象者認
定書」を提示することにより控除を受けられます。認
定書は要介護認定の資料を基に市で判定し、該当とな
る人には申請により市が無料で発行します。（交付に
は申請から一週間程度かかります）
　障がいの状態に変化がない期間は認定書を継続して
使用できます。すでに認定書が発行されており判定区
分に変更がない場合は以前発行された認定書を提示し
てください。
申請・問い合わせ　介護高齢課（☎㊵ 2294）
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市
長
選
挙
立
候
補

予
定
者
等
説
明
会

平
成
30
・
31
年
度
小
規
模
契
約
希
望
者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
、

修
繕
、
物
品
の
購
入
、
業
務
委
託

な
ど
の
契
約
の
う
ち「
小
額
で
内

容
が
軽
易
な
契
約
」を
希
望
す
る

場
合
は
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
で
き
る
人　
市
内
に
主
た
る

事
業
所
を
置
く
法
人
ま
た
は
住
所

を
有
す
る
個
人（
建
設
業
の
許
可

の
有
無
、
会
社
経
営
の
内
容
、
技

術
職
員
の
雇
用
状
況
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
）で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
人
▽
成
年
被
後
見
人
、

被
補
佐
人
、
被
補
助
人
ま
た
は
破

産
者
で
復
権
を
得
な
い
人
▽
平
成

30
・
31
年
度
藤
岡
市
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
し
た
人
、
ま
た
は

そ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

▽
業
務
遂
行
に
必
要
な
資
格
や
許

可
な
ど
を
有
し
な
い
人
▽
市
税
を

滞
納
し
て
い
る
人
▽
公
共
発
注
の

相
手
方
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
と

市
長
が
認
め
た
人

対
象
と
な
る
契
約
な
ど　
小
規
模

な
工
事
、
修
繕
、
物
品
の
購
入
、

業
務
委
託
な
ど
の
契
約（
物
品
購

入
時
の
口
頭
発
注
も
含
む
）の
う

ち
、
内
容
が
軽
易
で
確
実
に
履
行

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

登
録
者
の
取
り
扱
い　
書
類
審
査

後
に「
藤
岡
市
小
規
模
契
約
希
望

者
登
録
名
簿
」に
登
載
さ
れ
、
30

年
４
月
以
降
に
市
が
発
注
す
る「
小

額
で
内
容
が
軽
易
な
契
約
」の
際

に
業
者
選
定
の
対
象
と
な
り
ま
す

　
※
業
者
選
定
や
契
約
を
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

登
録
の
有
効
期
限　
４
月
１
日
〜

32
年
３
月
31
日（
２
年
間
） 　

定
期
申
請
の
受
け
付
け　
▽
期
間

保
険
証
関
係
の
資
格
取
得
日
や
更
新
日

＝
２
月
５
日
㈪
〜
３
月
５
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
▽
提
出

先
＝
契
約
検
査
課
・
鬼
石
総
合
支

所
地
域
振
興
課

　
※
４
月
以
降
は
随
時
受
け
付
け

ま
す

提
出
書
類　
①
小
規
模
契
約
希
望

者
登
録
申
請
書
②
暴
力
団
排
除
に

関
す
る
誓
約
書
③
市
長
が
発
行
す

る
未
納
税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明

書
の
原
本
④
本
籍
地
の
市
区
町
村

長
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書（
法

人
の
場
合
は
登
記
事
項
証
明
書
）

の
原
本
⑤
契
約
を
希
望
す
る
職
種

に
必
要
な
資
格
、
免
許
な
ど
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し
⑥
工
事
・
修

繕
を
希
望
す
る
場
合
は
工
事
実
績
書

　
※
①
②
⑥
は
契
約
検
査
課
・
鬼

石
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）③
④
は
申

請
日
前
３
カ
月
以
内
に
発
行
さ
れ

た
も
の
⑤
は
申
請
日
時
点
で
効
力

の
あ
る
も
の
⑥
は
申
請
日
前
２
年

以
内
で
の
主
な
実
績（
実
績
の
な

い
場
合
は
提
出
不
要
）

問
い
合
わ
せ　
契
約
検
査
課（
☎

㊵
２
２
２
３
）

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
お
よ
び
福
祉
医
療
受
給

資
格
者
証
の
、
資
格
取
得
日
お
よ

　
４
月
22
日
㈰
執
行
予
定
の
藤
岡

市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
等
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係
す
る

人
は
必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

日
時　
３
月
１
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～

会
場　
市
役
所
中
庁
舎

対
象　
立
候
補
予
定
者
と
関
係
者

（
５
人
以
内
）

問
い
合
わ
せ　
市
選
挙
管
理
委
員

会（
総
務
課
内
☎
㊵
２
２
２
１
）

資格取得日 更新日 備考

国民健康保険証
国保に加入すべき事由
が発生した日（退職日
の翌日・出生日など）

毎年10月 1日 国保に加入すべき事由が発生した日から14日以内に加入手続きをしてください

高齢受給者証 70歳到達月の翌月１日 毎年８月 1日 １日生まれの人は70歳到達日から資格を取得

限度額適用認定証 申請月の１日 毎年８月 1日 自動で更新はされません。70～74歳の人は非課税世帯の場合のみ対象
特定疾病療養受療証 申請月の１日 毎年８月 1日 70歳以上の人は更新はありません

資格取得日 更新日 備考
後期高齢者医療保険証 75歳到達日 毎年８月 1日 65歳以上75歳未満で一定の障がい

がある人は申請し認定された日
限度額適用認定証 申請月の１日もし

くは 75歳到達日 毎年８月 1日 非課税世帯の場合のみ対象

特定疾病療養受療証 申請月の１日もし
くは 75歳到達日 なし

区分 資格取得日 更新日 備考

受
給
者
証

子ども 出生日 なし 15歳に到達する年度末まで有効

障がいのある人 申請日
後期高齢者医療の人
は 10月１日、それ以
外の人は８月１日

身体障害者手帳や障害年金などに有効
期限がある場合には、その時期が更新
日になる場合があります

ひとり親家庭など 申請日 毎年８月１日 子が18歳に到達する年度末まで有効

び
更
新
日
は
表
の
通
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課
▽
国

民
健
康
保
険
関
係
＝
国
保
係（
☎

㊵
２
８
２
２
）▽
後
期
高
齢
者
医

療
・
福
祉
医
療
関
係
＝
医
療
年
金

係（
☎
㊵
２
２
５
９
）

表１）国民健康保険

表２）後期高齢者医療保険

表３）福祉医療受給資格者証

藤岡市障害福祉計画（案）への
　　　　　意見を募集します
　市では障害者総合支援法第88条および児童福
祉法第33条の20の規定に基づき、平成30年度～
32年度における障害福祉サービスなどの提供に
関する体制づくりやサービスの確保のための取
り組みなどを定めた「藤岡市障害福祉計画」を策
定します。原案がまとまりましたのでパブリッ
クコメント手続きにより意見を募集します。
閲覧および意見提出期間　２月13日㈫～３月14
日㈬午前８時 30分～午後 5時 15分（土・日曜日を
除く）
閲覧場所　市政情報コーナー、鬼石総合支所地
域振興課、市ホームページ
意見を提出できる人　市内在住・在勤・在学の人、
市内に事務所・事業所を有する法人・個人、その
他利害関係を有する人
その他　提出された意見を考慮し「藤岡市障害福
祉計画」を策定します。意見の概要とその意見に
対する市の考え方は、個人情報を除いて公開し
ます。なお個々の意見に直接回答はしません
提出方法　任意の様式に意見・住所・氏名・電話
番号を記入して、直接もしくは郵便・ファクス・
メールのいずれかの方法で福祉課（〒 375-8601

（住所記載不要）市役所福祉課・　 ㉒ 5592・　
fukushi2@city.fujioka.gunma.jp）へ
問い合わせ　福祉課（☎㊵ 2283）　

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

折茂文一さん

　
１
月
１
日
付
で
折
茂
文
一
さ
ん

（
再
任
・
鬼
石
）が
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

は
３
年
で
、
人
権
尊
重
の
理
念
の

普
及
や
人
権
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
日
・
会
場　
▽
市
役
所
市
民

相
談
室
＝
毎
月
第
２・
４
金
曜
日

▽
鬼
石
公
民
館
＝
４・
７・
９
・

12
月
の
第
３
木
曜
日

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

問
い
合
わ
せ　
自
治
交
流
課（
☎

㊵
２
２
１
１
）

市有地の売却
　市有地を先着順で売却します。希望する人
は申し込みをしてください。資格要件を満た
す個人、法人どなたでも申し込みできます。

　 ▽売却地　藤岡市藤岡 1470番 1

　 ▽公簿面積　371㎡

　 ▽予定価格　966万 3,474円
受付期間　�２月13日㈫～ 3月30日㈮
　※詳細は財政課で配布している案内書また
は市ホームページで確認してください
問い合わせ　財政課（☎㊵ 2213）

市民投稿コーナーをご利用ください

　市民が気軽に参加できる催し物の募集記
事などを掲載できます。掲載料は無料です。
掲載には「一年以上継続して市内で活動して
いる団体」などの基準がありますので、市ホ
ームページで確認するか広報広聴係（☎㊵
2208）へお問い合わせください。

100 歳のお誕生日
おめでとうございます

新井市長が慶祝訪問

堀越　とうさん（１月 15日訪問）
　趣味の編み物が長生きの秘

ひけつ
訣という手先の

器用な堀越さん（１月 12日生まれ・西平井）。
「ここ３年は１日も休まずぬいぐるみを作っ
ている」と話し、親族２人目となる 100 歳を
皆で祝いました。

P
u

b
lic

  C
o

m
m

e
n

t
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き
た
い
で
す
。（
29
年
10
月
10
日
受
け
付

け
）

　
　
浄
法
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
河
川
敷
内
に

設
置
し
て
あ
る
ト
イ
レ
は
、
河
川
法
に
よ

り
移
動
で
き
る
よ
う
吊
り
上
げ
可
能
な
簡

易
ト
イ
レ
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
冬
季

期
間
中
は
凍
結
に
よ
り
ト
イ
レ
の
配
管
が

破
損
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
11
月
上
旬
か
ら

３
月
下
旬
は
、
張
り
紙
を
し
て
ト
イ
レ
の

使
用
を
禁
止
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

冬
季
期
間
中
は
浄
法
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管

理
棟
の
ト
イ
レ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。　
都
市
施
設
課

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
伝
達
方
法

　
　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
国
と
し
て
は
、
日
本
に
ミ

サ
イ
ル
の
投
下
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
を
発
信
し
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
を
通
じ
て
、
国
か
ら
住
民
へ「
直
接
瞬

時
に
」伝
達
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
岡
市
と
し
て
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
市
民

全
員
に
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
達
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。（
29
年
８
月
30
日
受
け
付
け
）

　
　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
つ
い
て
の
情

報
は
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）に
よ
り
次
の
方
法
で
市
民
に
直
接
発

　
直
接
市
長
へ
届
く　

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」　

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

日
ご
ろ
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
て
い
る
市

政
へ
の
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市
政

運
営
や
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
て
い
く
制

度
で
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
市
政
に
反

映
で
き
な
い
場
合
で
も
、
市
の
考
え
方
を

説
明
し
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
地
区
別
座
談

会
な
ど
市
政
に
参
加
す
る
方
法
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
市
長
へ
の
手
紙

は
一
番
身
近
な
方
法
で
す
。

①
専
用
ハ
ガ
キ　
市
役
所
・
鬼
石
総
合
支

所
・
各
地
区
公
民
館
な
ど
の
市
有
施
設
に

専
用
ハ
ガ
キ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
郵
送

料
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

　
※
専
用
ハ
ガ
キ
以
外
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）。「
市
長

へ
の
手
紙
」と
明
記
し
て
、
〒
375
–
８
６

０
１（
住
所
記
載
不
要
）市
役
所
秘
書
課
へ

②
電
子
メ
ー
ル　
秘
書
課
ア
ド
レ
ス（　

 
hisyo@

city.fujioka.gunm
a.jp

）に
意
見

な
ど
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
市
長
の
部
屋
」か
ら
も
送
信
で

き
ま
す
。

③
フ
ァ
ク
ス　
「
市
長
へ
の
手
紙
」と
明
記

し
て
、
専
用
フ
ァ
ク
ス（　
㉒
９
２
２
２
）

へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て
提
言
に
責
任

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
対
応
・
回
答
に

も
責
任
を
持
っ
て
臨
み
ま
す
。
メ
ー
ル
の

場
合
で
も
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
だ
け
で
は
な

く
住
所
・
氏
名
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
氏
名
な
ど

の
個
人
情
報
は
、
問
い
合
わ
せ
や
回
答
送

付
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
回
答
ま
で
の
流
れ

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
市
長
へ
の
手

紙
は
秘
書
課
で
受
け
付
け
た
後
、
各
担
当

課
で
調
査
・
検
討
し
ま
す
。
同
時
に
匿
名

の
も
の
も
含
め
、
全
て
の
手
紙
に
市
長
が

目
を
通
し
ま
す
。
そ
の
後
担
当
課
は
回
答

書
を
作
成
し
、
市
長
と
の
協
議
を
経
て
、

秘
書
課
か
ら
回
答
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
手
紙
の
内
容
に
よ
っ
て
は
回
答
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
氏

名
・
住
所
が
記
載
さ
れ
回
答
を
希
望
し
て

い
る
も
の
に
は
必
ず
回
答
し
ま
す
。

　
な
お
氏
名
・
住
所
の
記
載
が
な
い
場
合

は
回
答
し
ま
せ
ん
。

■
公
開

　
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
は
、
個
人
情
報

子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策

　
　
下
校
途
中
の
子
ど
も
が
声
を
か
け
ら

れ
た
り
、
体
を
触
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
藤
岡
市
で
は
ど

の
よ
う
な
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

（
29
年
５
月
24
日
受
け
付
け
）

　
　
本
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
下
校
時

間
に
合
わ
せ
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
市
内
巡
回
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
内
の
各
学
校
区
な
ど
で
結
成
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織「
地
域
自
主
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ
る

見
守
り
活
動
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
安
全
で
安
心
な
環
境
を
確
保
で

き
る
よ
う
防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
安
全
課

浄
法
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ

　
　
浄
法
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
は
冬

季
期
間
の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
か
な
り

不
便
で
す
。
早
急
に
改
善
を
し
て
い
た
だ

信
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
、「
ふ

じ
お
か
ほ
っ
と
メ
ー
ル
」に
お
い
て
も
同

内
容
が
連
動
し
て
配
信
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
29
年
８
月
29
日
に
発
射
さ
れ
た
弾

道
ミ
サ
イ
ル
に
伴
う
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
ふ
じ

お
か
ほ
っ
と
メ
ー
ル
が
正
常
に
稼
働
し
た

こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
じ
お
か

ほ
っ
と
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
登
録
者
数
７

５
１
４
人
に
配
信
し
、
受
信
拒
否
も
し
く

は
ア
ド
レ
ス
変
更
な
ど
で
受
信
で
き
な
か
っ

た
人
を
除
く
、
７
４
８
２
人（
登
録
者
の

99
．57
％
）に
伝
達
が
で
き
た
こ
と
を
把

握
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
国
や
県
、
市
町
村
な
ど
の
関
連

機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
安
全
課

を
除
い
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
市
政
を
見
て
回
る

　
市
有
施
設
見
学
会　

　
市
政
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
市
有
施
設
見
学

会
を
年
４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
活
に

密
着
し
た
施
設
な
ど
を
巡
り
施
設
内
部
を

見
学
し
た
り
業
務
に
携
わ
る
職
員
か
ら
直

接
説
明
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。

　
今
後
の
施
設
運
営
に
生
か
す
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

■
主
な
見
学
施
設

　

市
庁
舎（
市
長
室
で
市
長
と
の
懇
談
・

市
議
会
議
場
な
ど
）・
清
掃
セ
ン
タ
ー
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
中
央
浄
水
場
・
藤

岡
歴
史
館
・
高
山
社
跡
・
土
と
火
の
里
公

園
・
桜
山
公
園
な
ど

■
応
募
方
法

　

広
報
紙
に
て
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ご
友
人
と
一
緒
に
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
報
道
が

Ｑ　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
報
道
が

Ｑ　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
報
道
が

　
　
本
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
下
校
時

Ａ
　
　
本
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
下
校
時

Ａ
　
　
本
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
下
校
時

　
　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
つ
い
て
の
情

Ａ
　
　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
つ
い
て
の
情

Ａ
　
　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
つ
い
て
の
情

子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策

皆さんと一緒に■受付件数

年度 件数

27 年度 115 件
（56件）

28年度 136 件
（63件）

29年度
（12月31日まで）

112 件
（53件）

（　）内は匿名の件数です

過去の市長への手紙
※市ホーム
ページから
も閲覧でき
ます

市政に寄せられた声
　平成 29年４月から 12月 31 日までで、112 件の声が寄せられました。寄
せられた声を要約して紹介します。内容別に分類すると、最も多いものが「職
員」に関することで 21件、次いで「交通・道路」に関することが 17件、「庁舎・
市民利用施設」に関することが 15件でした。
　これらの意見は市長だけでなく担当職員も拝読します。温かいご意見は励
みにし、また厳しいご意見には反省をして日々業務に取り組んでいます。

　
　Ｑ 　

下
校
途
中
の
子
ど
も
が
声
を
か
け
ら

Ｑ　
下
校
途
中
の
子
ど
も
が
声
を
か
け
ら

Ｑ　
下
校
途
中
の
子
ど
も
が
声
を
か
け
ら

　
　
浄
法
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
河
川
敷
内
に

Ａ
　
　
浄
法
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
河
川
敷
内
に

Ａ
　
　
浄
法
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
河
川
敷
内
に

ふ
じ
お
か
ほ
�
と
メ
�
ル

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

﹁
ふ
じ
お
か
ほ
っ
と
メ
ー
ル
﹂で
検
索
を
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課（
☎
40
２
２
２
１
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
伝
達
方
法

浄
法
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ

「住み良いまち」
　住み良いまちを作るには、市民の皆さんが何を考え、
何を期待しているのかを知ることが必要です。
　市では、市民の皆さんの声をまちづくりに反映させ
るために「市長への手紙」や「市有施設見学会」を実施し
ています。どうぞ、皆さんの声をお聴かせください。

問い合わせ　秘書課（☎40 2208） 

を作ります

市
長
へ
の
手
紙
の
送
付
方
法

・
携
帯
電
話
会
社
を
通
し
て
お
持
ち
の
携

　
帯
電
話
に
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報

　
メ
ー
ル
と
し
て
直
接
配
信

・
各
家
庭
で
視
聴
さ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
放

　
送
や
テ
レ
ビ
の
緊
急
速
報
な
ど
で
配
信

住み良いまちを作ります
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　小中学生が郷土藤岡の研究や理科
分野の実験・観察の研究を発表する
「藤岡教育フェスタ」が総合学習セン
ターで開催され、優秀賞を受けた約
160人が自身の研究を発表しました。
鏡のくもりを防ぐ方法や神流川の水
生生物の研究、平井城や七輿山古墳
についての研究など、小中学生の独
自の視点と工夫の詰まった発表とな
りました。
　また開会行事では、優秀賞の表彰
のほか、市少年の主張大会最優秀者
2人と県中学校英語弁論大会出場者
1人の発表も行われました。

緊張しながら、それぞれの研究テーマについて説明しました。

市長は「寒い中での活動ですが頑張って下さい」と激励。

　消防車にて市内各地域を警戒および巡回広報
し、市民に火災予防を呼び掛ける歳末警戒が年
末に行われました。歳末警戒初日、新井市長、
冬木市議会議長や消防団役員らが２班に分かれ、
藤岡消防署、鬼石消防分署と各分団を訪問し、
防火啓発に取り組む消防団員らを激励しました。

　市内の名所・名跡などを題材としたかるたを
通じ郷土愛を深めることを目的として、藤岡商
工会議所青年部主催による「第１回藤岡カルタ大
会」が開催されました。大会は３人１組のチーム
戦で、札が読み上げられると子どもたちは素早
く反応し、熱戦が繰り広げられました。

　お正月を過ぎると各地でだるまやお正月飾り
を燃やすどんど焼きが催されます。藤岡地区の
どんど焼きには約500人が訪れ、青空に燃え上が
る炎を見上げ無病息災を願いました。会場では
繭玉や甘酒も振る舞われ、訪れた人は笑顔で小
正月の行事を楽しみました。

　第１回ジュニアマラソン大会が開
催されました。この大会は、藤岡市
民マラソンに代わる大会で、市内の
小中学生合わせて602人が参加しま
した。
　コースは陸上競技場内のトラック
と総合運動公園内を組み合わせたも
ので、シンプルながらも細かなアッ
プダウンが続くタフなレース。当日
の天候は曇りで、また気温も低く、
絶好のマラソン日和とは言えません
でしたが、選手たちは沿道の応援を
受けながら寒空の下を一生懸命駆け
抜けました。

子どもたちの頑張る姿に、保護者の応援にも熱が入ります。 

教わった呼吸法を早速実践する参加者たち。

　まちなかキャンパス「心身を整えるリラクセー
ション法」が会遊亭で開催されました。ストレス
を軽減し心身の健康を維持するための、手軽に
短時間でできる方法として呼吸法を紹介。参加
者たちは講師の話にしっかり耳を傾け、リラク
セーション方法を学びました。

郷土研究や理科研究研究成果を発表
12
26

全力を尽くして若きランナーが力走
１
８

残り火で焼いた繭玉などを食べると健康に過ごせると言われています。

伝統行事「どんど焼き」
える炎に無病息災を願う燃 1

14
1
14

日野小児童が作ったかるたを採用
土愛を深める郷 火災の予防を心掛けて

心して過ごすために安 12
28

ちょっとした工夫
にやすらぎをあたえよう心 12

25

「かいこの学校高山社」などの札が読まれました。
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

27
日
㈫
ま
で
に
、
直
接
・
電
話
・

メ
ー
ル
で
氏
名
・
住
所
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
を
商
工

観
光
課（
☎
㊵
２
３
１
８　

syoko2
@

city.fujioka.gunm
a.jp

）へ

　
日
時　
３
月
３
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時

会
場　
多
野
藤
岡
広
域
消
防
本
部

内
容　
乳
児･

小
児
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
・

そ
の
他
の
応
急
手
当
て

対
象　
多
野
藤
岡
地
域
に
在
住
・

在
勤
の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

そ
の
他　
受
講
後
に
普
通
救
命
講

習
Ⅲ
の
修
了
証
を
交
付
し
ま
す

申
し
込
み　
２
月
12
日
㉁
～
23
日

㈮
に
印
鑑
を
持
っ
て
、
管
内
の
消

防
署
・
消
防
分
署
・
消
防
出
張
所
へ

問
い
合
わ
せ　
多
野
藤
岡
広
域
消

防
本
部
警
防
課（
☎
㉒
２
３
０
６
）

　
学
習
支
援
や
子
ど
も
食
堂
な
ど

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
ホ
ー

ム
ス
タ
ー
ト
と
い
っ
た
子
育
て
支

　
人
権
教
育
集
会
所
教
室
・
サ
ー

ク
ル
の
学
習
成
果
発
表
会
で
す
。

日
時　
２
月
10
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時
40
分
・
11
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
３
時
45
分

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

内
容　
▽
10
日
＝
書
道
・
生
け
花

展
示
▽
11
日
＝
書
道
・
生
け
花
展

示
・
茶
道
発
表（
材
料
が
無
く
な

り
次
第
終
了
）・舞
台
発
表（
民
踊・

新
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
歌
唱
・
詩
吟
・

大
正
琴
・
着
付
け
）

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

　
支
え
て
み
よ
う
近
所
の
人
を
。

い
つ
か
来
る「
自
分
の
た
め
」に
。

日
時　
２
月
22
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場　
市
民
ホ
ー
ル

内
容　
▽
第
１
部
＝
講
演（
演
題

＝
目
指
す
地
域
像
の
実
現
に
向
け

て
、
講
師
＝
長
瀬
純
治
さ
ん（
㈶

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
））▽
第
２

部
＝
市
の
現
状
報
告（
協
議
体
の

日
時　
２
月
21
日
㈬
午
前
10
時
30

分
～
11
時

　
※
午
前
９
時
～
正
午
は「
赤
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
」で
す

　
ス
キ
ン
ケ
ア
や
第
一
印
象
を
良

く
す
る
メ
ー
ク
な
ど
、
社
会
人
と

し
て
必
要
な
基
本
の
メ
ー
ク
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
10
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

対
象　
勤
労
者（
就
職
予
定
者
も

可
）で
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

定
員　
15
人（
抽
選
）

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
普
段
使
用
し
て

い
る
化
粧
品
一
式
・
化
粧
水
・
乳

液
な
ど

活
動
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
あ
い

ワ
ー
カ
ー
ズ
歓
フ
ォ
ア
ン
、
美

土
里
・
平
井
地
区
の
取
り
組
み
）

入
場
料　
無
料

そ
の
他　
手
話
通
訳
付
き

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
介
護
高
齢
課（
☎

㊵
２
８
０
９
）

　
親
子
で
の
触
れ
合
い
遊
び
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時　
３
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

会
場　
２
階
視
聴
覚
室

出
演　
小
川
俊
彦
さ
ん（
保
育
士
）

定
員　
50
人（
先
着
順
）

入
場
料　
無
料

　
市
内
・
多
野
郡
の
小
中
学
生
が

描
い
た
読
書
感
想
画
を
展
示
し
ま

す
。

期
間　
２
月
20
日
㈫
～
３
月
４
日

㈰（
２
月
26
日
㈪
は
休
館
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
図
書
館

援
の
現
場
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

日
時　
３
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
南
棟

演
題　
地
域
で
守
る
子
ど
も
の
居

場
所
～
実
践
か
ら
み
え
た
こ
と
～

講
師　
丸
茂
ひ
ろ
み
さ
ん（
社
会

福
祉
法
人
み
ど
の
福
祉
会
）

定
員　
70
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

23
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

㉒
５
６
４
７
　
㉒
６
０
３
６
）へ

そ
の
他　
▽
労
働
安
全
衛
生
法
第

59
条
に
基
づ
い
た
研
修
で
す
▽
修

了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

23
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料
を
持
っ

て
藤
岡
労
働
基
準
協
会（
藤
岡
商

工
会
議
所
内
☎
㉒
１
２
３
０
）へ

　
日
時　
２
月
25
日
㈰
午
前
８
時
30

分
～
午
後
１
時

会
場　
八
塩
温
泉「
八
塩
館
」駐

車
場

定
員　
50
人（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　
双
眼
鏡

そ
の
他　
名
物「
と
っ
ち
ゃ
な
げ

汁
」の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
温
泉
入

浴
補
助
券（
当
日
限
定
）の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

21
日
㈬
ま
で
に
に
ぎ
わ
い
観
光
課

（
☎
�
３
１
１
１
）へ

　　
「
歌
っ
て
健
康
に
な
ろ
う
」が
テ
ー

マ
の
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

日
時　
２
月
26
日
㈪
午
後
１
時
～

４
時

会
場　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員　
20
組（
抽
選
）

　
※
申
し
込
み
は
１
組
２
人
以
内

参
加
料　
無
料

そ
の
他　
▽
５
分
以
内
の
曲
を
選

曲
し
て
く
だ
さ
い
▽
採
点
は
通
信

カ
ラ
オ
ケ
を
使
用
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

８
日
㈭
～
16
日
㈮
に
介
護
高
齢
課

（
☎
㊵
２
８
０
９
）・
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー（
☎
㉒
３
８
７
７
）へ

　　
社
会
人
の
自
覚
と
必
要
知
識
、

勤
労
意
欲
を
高
め
る
研
修
で
す
。

日
時　
３
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

会
場　
藤
岡
商
工
会
議
所

対
象　
新
入
社
員（
４
月
に
市
内

事
業
所
採
用
の
学
卒
就
職
者
）

定
員　
80
人（
事
業
所
単
位
で
先

着
順
）

参
加
料　
▽
藤
岡
労
働
基
準
協
会

会
員
＝
４
５
０
０
円
▽
非
会
員
＝

６
０
０
０
円（
資
料
代
、
食
事
代

な
ど
）

劇団飛行船「オズの魔法使い」
　日　時　２月 10日㈯午後 1 時 30 分開演
　入場料　全席指定（３歳児未満膝上無料）
　　　　　 ▽ペア券（２席）2,000 円
　　　　　 ▽１席 1,500 円

プラネタリウム（通常投影）
　投影日　毎週土・日曜日、祝日
　入場料　大人 300 円、小・中学生 200 円
　　　　　（未就学児無料）
　投影番組・時間
　 ▽銀河鉄道の夜　午前 10 時～・午後３時～

　 ▽それいけ！アンパンマン　星の色と空の色
　　午前 11 時～・午後 1 時 30 分～

藤岡茶道会大茶会
　日　時　３月４日㈰午前 10 時～
　�入場料　３席 1,500 円

みらい音楽広場
　日　時　３月 25日㈰
　　　　   午後１時開演
　�入場料　無料

劇団アラムニー「屋根の上のバイオリン弾き」
　日　時　２月 24日㈯・25日㈰
　　　　　午後１時 30 分開演
　�入場料　無料

Information ～お知らせ～

  
イ
ベ
ン
ト

楽
々
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

  
図
書
館
情
報

　
　
　
　
　

問
☎
㉒
１
６
６
９

  

講
座
・
教
室

みかぼみらい館
問（☎㉒ 5511）

  

募
集図

書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

あ
そ
び
う
た
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
♪

読
書
感
想
画
展

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の

お
は
な
し
会

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座

救
命
講
習
会

社
会
福
祉
協
議
会

教
養
講
座

新
入
社
員
研
修
会

八
塩
あ
じ
さ
い
の
里

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

生
涯
現
役
塾「
う
た
自
慢

コ
ン
テ
ス
ト
」参
加
者
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３
８
７・
８
２
１
１
）・
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

　
日
時　
３
月
４
日
㈰
午
後
１
時
開
会

会
場　
藤
岡
ボ
ウ
ル

種
目　
▽
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ル
の
部（
男

女
混
合
）▽
マ
イ
ボ
ー
ル
の
部（
男

女
別
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
お
よ
び
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

会
員

定
員　
84
人（
先
着
順
）

参
加
料　
▽
一
般
＝
２
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
＝
１
５
０
０
円

　
※
貸
し
靴
代
込
み

そ
の
他　
マ
イ
ボ
ー
ル
の
部
は
ア

メ
リ
カ
ン
方
式
、
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ル

の
部
は
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
方
式
の
３

ゲ
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

28
日
㈬
ま
で
に
藤
岡
ボ
ウ
ル（
☎

㉔
２
５
７
０
）・
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
日
時　
３
月
３
日
～
24
日
の
土
曜

日（
全
８
回
）午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
・
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

対
象　
市
内
の
小
学
１
～
５
年
生

定
員　
40
人（
先
着
順
）

　　
市
民
や
各
種
団
体
の
協
力
で
温

井
川
・
鮎
川
・
鏑
川
・
神
流
川
・

烏
川
の
ご
み
を
一
斉
清
掃
し
ま
す
。

日
時　
２
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30

分
～
９
時
30
分（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

そ
の
他　
軍
手
、
ご
み
袋
は
用
意

し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
土
木
課（
☎
㊵
２

３
２
２
）

　
日
時　
３
月
４
日
㈰
午
前
６
時
集

合
出
発
、
午
後
７
時
10
分
頃
解
散

予
定

集
合
・
解
散
場
所　
市
役
所

コ
ー
ス　
出
発
→
震
災
遺
構
・
仙

台
市
立
荒
浜
小
学
校
→
伊
達
の
牛

タ
ン
本
舗（
昼
食
）→
仙
台
城
址
・

青
葉
城
本
丸
跡
→
帰
路

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
40
人（
先
着
順
、
最
少
催

行
人
数
30
人
）

参
加
料　
１
人
６
１
０
０
円（
昼

食
代
含
む
、
ツ
ア
ー
実
施
確
定
後

に
徴
収
）

そ
の
他　
▽
開
催
日
11
日
前
か
ら

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
▽

バ
ス
は
指
定
席
▽
添
乗
員
が
同
行

し
ま
す

申
し
込
み　
２
月
８
日
㈭
～
20
日

㈫
に
電
話
ま
た
は
申
込
用
紙（
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

を
フ
ァ
ク
ス
で
㈱
上
信
観
光
バ
ス
へ

問
い
合
わ
せ　
▽
旅
行
内
容
＝
㈱

上
信
観
光
バ
ス
根
岸
さ
ん（
☎
０

９
０・
１
５
５
１・
９
２
５
４

　　

参
加
料　
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

23
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
と
印
鑑
を

持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　　
初
め
て
の
人
も
す
ぐ
に
楽
し
め

る
ゲ
ー
ム
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
３
日
㈯
午
前
９
時
～

正
午

会
場　
市
民
体
育
館

種
目　
ド
ッ
チ
ビ
ー
・
ユ
ニ
ホ
ッ

ク
・
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

の
軽
ス
ポ
ー
ツ

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人（
親
子
大
歓
迎
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課

　　
健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
市
の
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
が
対
応
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
は
家
族
な
ど
本
人
以
外
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
２
月
19
日
㈪
午
後
１
時
～

０
２
７・
３
８
１・
８
０
５
８
）

▽
被
災
地
支
援
＝
市
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
㉒
５
６
４
７
）

　　
プ
ロ
に
よ
る
ゴ
ル
フ
体
験
レ
ッ

ス
ン
で
す
。

日
時　
３
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
15
分

会
場　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

対
象　
市
内
在
住
の
年
少
児
～
中

学
生

定
員　
50
人（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
円

そ
の
他　
道
具
は
不
要
で
す
。
運

動
の
で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
３
月

20
日
㈫
ま
で
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
☎
０
２
７・

４
時（
要
事
前
予
約
）

会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
っ
て
く
る
物　
各
種
検
診
結
果

票
・
健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど

相
談
対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か

る
物

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

　　
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ「FUJIOKA city

W
i-Fi

」の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
で
き
る
通
信

端
末
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
無
料
で

利
用
可
能
で
す
。
接
続
回
数
に
上

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
証
方
法　
受
付
で
配
布
し
て
い

る
接
続
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る

か
、
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
㈱

が
提
供
す
る
ア
プ
リ「Japan Con

nected-free W
i-Fi

」を
利
用

サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア　
▽
市
役

所
本
庁
舎
１
階
窓
口
付
近
▽
鬼
石

総
合
支
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

付
近

問
い
合
わ
せ　
総
務
課（
☎
㊵
２

２
２
１
）

　　
鬼
石
用
水
の
水
を
使
用
す
る
に

は
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。
平
成

30
年
度
の
使
用
希
望
者
は
３
月
末

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
料　
農
地
１
ア
ー
ル
あ
た
り

３
５
０
円（
年
額
）

そ
の
他　
農
業
用
水
以
外
の
目
的

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　
農
村
整

備
課（
☎
㊵
２
３
０
６
）

　　

家
畜（
ペ
ッ
ト
を
含
む
）の
飼

育
者
は
、
毎
年
１
回
、
県
知
事
に

飼
育
頭
羽
数
な
ど
を
報
告
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
畜
の
飼
育
者
は
重
大
な
家
畜

伝
染
病
を
疑
う
症
状
を
発
見
し
た

時
の
通
報
と
、
家
畜
を
病
気
か
ら

守
る
た
め
の
消
毒
な
ど
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

報
告
対
象　
ウ
シ
・
シ
カ
・
ウ
マ
・

ヒ
ツ
ジ
・
ヤ
ギ
・
ブ
タ
・
イ
ノ
シ

シ
・
ニ
ワ
ト
リ
・
ア
ヒ
ル
・
ウ
ズ

ラ
・
キ
ジ
・
ダ
チ
ョ
ウ
・
ホ
ロ
ホ

ロ
チ
ョ
ウ
・
シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ

　

※
飼
育
頭
数
一
頭（
羽
）で
も

報
告
が
必
要
で
す

報
告
内
容　
２
月
１
日
現
在
の
飼

養
頭
羽
数
な
ど

そ
の
他　
新
た
に
飼
育
を
始
め
た

人
、
昨
年
報
告
を
し
な
か
っ
た
人

は
電
話
で
西
部
家
畜
保
健
衛
生
課

ま
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い

報
告
・
問
い
合
わ
せ　
西
部
家
畜

保
健
衛
生
課（
☎
０
２
７・
３
６

２・
２
２
６
１
）・
農
林
課（
☎

㊵
２
３
０
４
）

　　
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
土
砂
災

害
警
戒
区
域
な
ど
に
お
い
て
、
土

砂
災
害
対
策
施
設
の
完
成
な
ど
に

対
応
し
た
区
域
指
定
に
変
更
す
る

た
め
の
調
査
が
完
了
し
た
の
で
、

結
果
を
公
表
し
ま
す
。

公
表
期
限　
２
月
23
日
㈮
ま
で

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

公
表
場
所　
藤
岡
土
木
事
務
所
・

市
役
所
土
木
課

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
土
木
事
務
所

（
☎
㉒
２
１
５
６
）

温井川 鮎川 鏑川 神流川 烏川

・遠沖橋

・鮎川橋北側および
　南側の堤防上
・㈱吉野工業所南
・多野橋の堤防上
・美土里堰取水口
　付近
・緑埜クリーンセン
　ター南
・㈱セシモ西堤防上

・新幹線高架  
　橋下の堤防上 
・鏑川橋の堤
　防上
・松ノ木瀬橋下
　流側の堤防上

・藤工グラウンド西側堤防上
・神流川グラウンド駐車場
・小林公会堂東の堤防上
・八高線踏切北の堤防境
・上水道水源地（本郷）、同
   水源地南の堤防上
・川除ゴミステーション
・浄法寺グラウンド

・中島バス停北
　側の堤防上
・烏川グラウンド
・関越道下流側
　堤防上

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

河
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
者

Information ～お知らせ～

  

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

  

問
☎
㊿
８
２
１
３

  

そ
の
他

  

健
康
福
祉

被
災
地
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
レ
ッ
ス
ン
会

春
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

成
人
健
康
相
談

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利
用
開
始

鬼
石
用
水
の
使
用

鶏
な
ど
の
愛
玩
動
物
を

飼
育
し
て
い
る
人
は
報
告
を

土
砂
災
害
警
戒
区
域

な
ど
の
変
更
を
公
表
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　ファミリー・サポート・センターは子育てしやす
い街づくりのために「子育ての手伝いをしたい人」

「子育ての手助けを受けたい人」が、相互援助活動を
行っています。おおむね生後３カ月の乳幼児から中
学生までを対象に有料で子育てサポートします。

開設日時　月～金曜日、午前９時～午後５時
サポートの内容　①保育施設の開始前、終了後の預
かり②学校の放課後、または学童保育所終了後の預
かり③冠婚葬祭やほかの子どもの学校行事の際の預
かり④習い事の送迎⑤そのほか必要が生じたときの
預かりなど
会員の種類　①依頼（おねがい）会員＝子育ての手
助けをしてほしい人②提供（まかせて）会員＝子育
ての手助けができて、熱意のある心身ともに健康な
20 歳以上の人（学生は除く）③両方会員＝依頼会員

と提供会員の両方ができる人
登録料・会費　無料
　※センターで登録時に会員証用の顔写真を撮影し
ます
研修会　会員登録をした人には、研修会に参加し、
基礎的な知識を身に付けていただきます
　※研修会の日程などは各会員に通知します
申し込み・問い合わせ　ファミリー・サポート・セ
ンター（子ども課内☎㉓ 5777）

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

Information ～お知らせ～

日
時　
２
月
21
日
㈬
午
後
２
時
開
会

会
場　
市
役
所
中
庁
舎

議
題　
都
市
再
生
整
備
計
画
藤
岡

市
街
地
地
区
の
事
後
評
価
結
果
に

つ
い
て

定
員　
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
開
会
15
分
前
ま
で
に

会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課（
☎

㊵
２
８
２
４
）

　　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
し

た
就
職
面
接
会
で
す
。
企
業
の
担

当
者
と
直
接
話
す
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
26
日
㈪
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場　
市
教
育
庁
舎

対
象　
市
内
在
住
で
次
の
手
帳
を

取
得
し
て
い
る
人
▽
身
体
障
害
者

手
帳
▽
療
育
手
帳
▽
精
神
障
害
者

地域子育て支援センター 一覧

ひよこくらぶ 明星保育園内（☎㉒ 5281）

あけぼのクラブ あけぼの保育園内（☎㉓ 2167）

にこにこクラブ 中栗須保育園内（☎㉒ 0580）

ぴよぴよクラブ 美九里西保育園内（☎㉓ 0181）

ひかりキッズ ひかり保育園内（☎㊿ 8855）

つくしんぼ広場 つくしんぼ保育園内（☎㉓ 4157）

おにし保育園
子育て支援センター おにし保育園内（☎� 6670）

ほいくらぶ 藤岡幼稚園内（☎㉒ 0678）

こぐまちゃん くまの幼稚園内（☎㉓ 5533）

いちごちゃんクラブ のぞみ幼稚園内（☎㉒ 0760）

うさぎちゃんサークル 鬼石幼稚園内（☎� 2763）

てんとうむしルーム ふじおか中央こども園内（☎㉕ 8090）

あかね親子ひろば あかねこども園内（☎㉓ 9060）

かんな子育て支援センター
” 結 ” 神流保育園内（☎㊷ 1164）

メロディークラブ 平井こども園内（☎㉓ 3557）

児童館たんぽぽひろば 藤岡中央児童館内（☎㉔ 8060）

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
解
消

や
情
報
提
供
、
親
子
遊
び
な
ど
の

活
動
を
行
い
、
子
育
て
に
協
力
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
環

境
を
持
つ
保
護
者
同
士
の
交
流
の

場
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は「
ふ
れ
あ
い
保

育
」・「
育
児
相
談
」・「
サ
ー
ク
ル

活
動
支
援
」な
ど
各
種
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
人
や
、
家
庭
で
は

で
き
な
い
活
動
に
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
一
覧　
左
表
の
と
お
り

利
用
料　
無
料

  

ふ
れ
あ
い
保
育

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
親
を
対
象

保
健
福
祉
手
帳

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

カ
ー
ド

申
し
込
み　
当
時
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤

岡（
☎
㉒
８
６
０
９
）

に
し
た
、
家
庭
で
の
親
子
遊
び
や

手
遊
び
な
ど
の
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

  

育
児
相
談

　
来
園
や
電
話
に
よ
り
子
育
て
の

悩
み
や
不
安
な
ど
の
相
談
、
指
導

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

　
育
児
サ
ー
ク
ル
活
動
や
こ
れ
か

ら
育
児
サ
ー
ク
ル
を
作
り
た
い
人

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
各
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も
課（
☎
㊵

２
２
８
６
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

都
市
計
画
審
議
会
の
傍
聴

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　　
産
後
の
お
母
さ
ん
と
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
、
子
育
て
応
援
券
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

対
象　
１
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持

つ
親

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス　
▽
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス

＝
保
護
者
が
外
出
す
る
際
の
託
児
、

き
ょ
う
だ
い
の
保
育
所
や
学
校
へ

の
送
迎
な
ど
▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
＝
家
事（
買
い
物
・
食
事
の

準
備
や
片
付
け
・
掃
除
な
ど
）、

育
児（
入
浴
介
助
・
お
む
つ
交
換

な
ど
）な
ど

応
援
券
の
発
行
枚
数　
子
ど
も
一

人
に
つ
き
10
枚（
１
枚
７
０
０
円
・

合
計
７
０
０
０
円
）

有
効
期
限　
子
ど
も
の
１
歳
の
誕

生
日
前
日

応
援
券
利
用
方
法　
子
ど
も
課
に

電
話
で
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
の
申

し
込
み
を
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
時
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

に
利
用
料
を
応
援
券
で
支
払
う
こ

と
が
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
子
ど

も
課（
☎
㊵
２
２
６
８
）

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

子
育
て
応
援
券

ファミリー・サポート・センター会員を募集

利用料金表
利用日 利用時間 金額

月～金曜日
午前７時～午後７時 700 円／時間

上記時間以外 900 円／時間
土・日曜日・祝日、
年末年始（12 月 29
日～１月３日）

終日 900 円／時間



し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る

こ
と
を
見
直
し
て
、
お
互
い
の
個

性
や
能
力
を
認
め
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ま
た
、
夫
婦
間
の
Ｄ
Ｖ
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待（
殴
る
蹴

る
な
ど
身
体
的
な
暴
力
、
言
葉
の

暴
力
、
無
視
な
ど
の
精
神
的
な
暴

力
）な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
無

く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
で
は

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
生
涯
学

習
な
ど
の
地
域
活
動
は
、
男
性
よ

り
も
女
性
の
方
が
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
自
治
会
長
な
ど
の
役
職
に

就
く
の
は
男
性
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

男
性
も
女
性
も
積
極
的
に
地
域
活

動
に
参
加
し
、
共
に
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

職
場
で
は

　
性
別
に
よ
る
差
別
が
な
く
、
個

人
の
意
欲
や
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
企
画
や

方
針
決
定
の
場
に
も
男
女
が
対
等

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
性
別
に

関
係
な
く
、
誰
も
が
自
分
の
能
力

や
個
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
社
会
を
男
女
共
同
参
画
社
会
と

い
い
ま
す
。

　
「
男
女
平
等
っ
て
、
そ
ん
な
の

当
た
り
前
」と
思
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
実
に
は
、

性
別
に
よ
っ
て
で
き
る
こ
と
や
で

き
な
い
こ
と
、
向
き
不
向
き
な
ど

を
決
め
付
け
て
、
そ
の
人
の
生
き

方
や
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
一

人
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

男
女
が
協
力
し
て
主
体
的
に
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

家
庭
で
は

　
「
こ
れ
は
男
性
が
す
る
こ
と
、

あ
れ
は
女
性
が
す
る
こ
と
」と
い

う
よ
う
な
思
い
込
み
や
、
性
別
に

よ
る
役
割
分
担
意
識
が
身
近
に
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
考
え

方
が
、
男
性
も
女
性
も
そ
れ
ぞ
れ

の
生
き
方
を
窮
屈
な
も
の
に
し
て

に
参
画
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

が
大
事
で
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン

ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」と

は
、
仕
事
や
家
庭
生
活
、
個
人
の

自
己
啓
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
生
き
方

を
選
択
で
き
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
男
女
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
人
生
が

豊
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
る

　
一
人
一
人
が
幸
せ
な
社
会
を
築

く
た
め
に
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
自
分
の
意
思
と
責
任
で
社
会

に
参
画
し
、
支
え
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
一
人
一
人
が
、
日
頃
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
も
う
一

度
見
つ
め
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

あ
な
た
に
と
っ
て
輝
く
人
生
、
そ

し
て
素
晴
ら
し
い
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ

フ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問い合わせ　 �生涯学習課（☎㉒6888）
   　　　　　 自治交流課（☎㊵2211）

男女の人権
～共に輝く社会の実現を目指して～

↑真剣なまなざしで朗読の練習をする児童たち。代表に選ば
れると昼の放送で披露したり県大会へ出場したりします。

　小野小学校では、どの学級でも日々の授業におい
て、積極的に話し合い活動を取り入れています。さ
らに、一人一人がじっくり考えをまとめたり発言した
りする時間を確保することや、さまざまな教育活動
への取り組みを通して、児童たちの表現する力を高
めています。
　国語の授業で行われる校内朗読大会では、代表に
選ばれるために児童一人一人が一生懸命練習しま
す。物語の文章を、登場人物の気持ちや場面の様子
が伝わるように心を込めて読むことで、思いを言葉
で伝える表現力を育てます。県大会に出場した児童
は「場面ごとに声の表情を変えたり、間の取り方を
練習したりした」と話し、「本番では心臓の脈の速さ

に併せて、読むスピードが速くならないようにゆっ
くり読むよう気を付けた」と振り返ります。
　運動会に向けた体育の授業では、日々練習を重ね、
演技を仲間とともに磨き上げることで集団としての
表現力を高めています。組み立て体操を披露した児
童は「みんなで心を一つにして大きな技を成功させ
た。成功できてとてもうれしかった」と達成感をにじ
ませます。
　また合唱部では、曲に合った表情や声を表現する
練習を続けています。部長を務める児童は「最近の
練習ではダンスを取り入れている。体全体を使って
歌うことで表現する力が付いた」と実感しています。

welcome to library

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　藤岡市立図書館☎㉒1669

著者▷角田　光代・河野　丈洋
近所の居酒屋、旅先の味、深夜のバー
の後、家でもおかわり。人と飲むの
が大好きな夫婦が、一緒に酒を飲ん
だある日ある時のことを、それぞれ
がつづった酒飲みエッセイ。

著者▷いとう　せいこう
生きることは難しい。けれど人間に
は仲間がいる。大地震後のハイチで、
ギリシャの難民キャンプで、マニラ
のスラムで－。日本の小説家がとら
えた、世界のリアルと人間の希望。

著者▷瀬戸内　寂聴
ガンと心臓病に襲われ、老いに直面
した私。脳裏によみがえるのは、作
家人生で出会った男たちと筆を競っ
た友の死に様。小説への愛と修羅を
生きた女の鮮烈ないのちを描く。

「国境なき医師団」を見に行く もう一杯だけ飲んで帰ろう。いのち

～表現する力を育てる～

問い合わせ　学校教育課（☎㊿8212）
　　　　　　小野小学校（☎㉒2546）

小野小学校

　　　   根岸優
ゆ な

奈さん　塚越羽
は あ と

亜人くん　立石さよりさん

18広報ふじおか　平成30年2月1日号19 藤岡市役所　0274-22-1211（代表）



上
じょうりゅう

流の祖・会
あいだやすあき

田安明、関流の日下誠や安
あ じ ま な お

島直
円
のぶ

、坂部広
こうはん

胖らの名が見え、群馬の和算家た
ちの著作も並びます。他にも、計算用具の「算
木」や、寺社に奉納した数学の絵馬「算額」の
写真など、和算の歴史を知る上で重要な資料
がそろいます。

　元日と2日、日蓮宗北陸本山である妙成寺（滝谷
町）で、僧侶が全身に冷水を浴びて身を清め、新
年の平安と多幸を祈願する寒水荒行が行われまし
た。
　荒行は、両日ともそれぞれ2回ずつ本堂前で行
われます。白い下帯姿の僧侶5人が水

すいぎょうかんもん
行肝文と呼

ばれるお経を唱えながら、気合い鋭くおけに入っ
た冷水を頭から繰り返しかぶりました。
　元日は青空がのぞきましたが、2日は雪が降る
中で披露された圧巻の冷水かぶり。大勢の参拝客
が写真を撮るなどしてその様子を見守りました。
中には目を閉じ、手を合わせて祈りをささげる人
の姿も見られました。

寄
せ
ら
れ
た
声

正
月
休
み
に
藤
岡
の
観
光

地
巡
り
を
し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
て

い
た
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
楽
し
み

も
あ
り
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

高
山
社
と
高
山
社
情
報
館
、
実
は

初
め
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
高
山

社
で
は
寒
い
な
か
、
解
説
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
高
山
社
情
報
館

で
も
親
切
に
お
蚕
様
の
説
明
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
と
…
…
。
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。
藤
岡
に
い
る

と
藤
岡
の
観
光
地
に
は「
い
つ
で

も
行
け
る
」と
思
い
、
な
か
な
か

行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
出
掛
け
て
み
ま

す
。（
50
代・女
性
）

　
い
つ
で
も
行
け
る
身
近
な
場
所

に
限
っ
て
、
一
度
も
行
っ
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
経
験
は
誰
し
も
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
内
に
は
世
界
文
化
遺
産
高
山
社

跡
を
は
じ
め
、
全
長
２
５
０
㍍
の

藤
棚
に
藤
の
花
が
咲
き
誇
る
ふ
じ

の
咲
く
丘
、
７
０
０
０
本
の
冬
桜

が
楽
し
め
る
桜
山
公
園
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
観
光
地
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
藤
岡
市
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

人
が
関
西
出
身
な
の
で
雑

煮
に
イ
モ
が
入
り
ま
す
。

丸
も
ち
が
手
に
入
ら
な
い
た
め
、

角
も
ち
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
合
わ
せ

み
そ
を
使
い
、
我
が
家
流
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
元
旦
は
そ
れ

ぞ
れ
伝
統
の
雑
煮
で
す
ね
。（
60

代・女
性
）

　
お
正
月
に
欠
か
せ
な
い
お
雑
煮

は
地
域
ご
と
だ
け
で
な
く
家
庭
ご

と
に
も
味
付
け
や
具
材
が
異
な
り
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
料
理
の
一

つ
で
す
ね
。
ご
近
所
な
ど
で
レ
シ

ピ
を
交
換
し
合
う
な
ど
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
お
雑
煮
を
作
っ
て
み
る

の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
こ
の
ほ
か
７
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
要
約

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

主

　関孝和の研究・貢献により、和算は大きく
発展することとなりましたが、後世の和算家
たちもまたその影響を受け、多くの著作や資
料を残してきました。昭和10（1935）年７月、
多野郡内の小学校教員の研修組織・乙種学事
会の算術科研修会に併せて「和算関係資料展」
が開催されました。会場は八

や わ た

幡尋常高等小学
校（現・高崎市立南八幡小学校）。八幡村は現
在の高崎市山名・木部・阿久津・根小屋町で、
高崎市合併以前は多野郡内の村でした。
　当展の出品目録を見ると、内容の充実して
いることが分かります。関孝和の著作に弟子
の建

たけべかたひろ

部賢弘が解説を加えた『発
はつびさんぽうえんだんげん

微算法演段諺
解
かい

』、関が編んだとされ筆写本として伝わる
『毬

きゅうけつへんけいそうかい

闕変形草解』、『解
かいふくだいのほう

伏題之法』が載るほか、
関流四伝・藤田貞

さだすけ

資や彼との論争で名高い最
さい

まちの声
みなさんからの
声を紹介します。

プレゼント

 
耳
よ
り
情
報

今
が
旬
！

　「
藤
岡
の
イ
チ
ゴ
」

石川県羽咋市
は く い

～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓5997）

�No.23��

～和算発展の軌跡～

和算関係資料展

和算関係資料展の出品目録

お

　皆さんの声を募集します。本紙への感想、
身の回りであった出来事や日常生活で感じた
ことなどをお寄せください。「まちの声」で紹
介します。
　※個別の回答はしません

応募・問い合わせ　ハガキかメールに住所、
氏名、性別、年齢、電話番号、まちの声を
明記して〒375-8601（住所不要）市役所秘書
課広報広聴係「まちの声」応募係・　hisyo@
city.fujioka.gunma.jpへ

お便りをくれた人の中から、八塩館より日帰り
入浴券を５組10人にプレゼント。応募締切は
２月16日㈮当日消印有効です。

※当選者の発表は10日前後で、引換券の発送をもっ
　てかえさせていただきます

自然に囲まれた老舗の旅館です。「塩の湯口八ヶ所」
と呼ばれる名湯と三波石をぜいたくに使った岩風呂を
お楽しみください。

日帰り入浴券
２人分

天然記念物三波石の岩
風呂で癒しのひとときを
お過ごしください。

プレゼントの提供者を募集しています。
秘書課広報広聴係☎㊵2208までご連絡ください。

藤岡市浄法寺127　☎�2651
営業時間／正午～午後７時
定休日／不定休

八塩温泉　八塩館

　
２
月
に
な
る
と
イ
チ
ゴ
の
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
。
本
市
は
県

内
有
数
の
産
地
で
、
市
内
農
産

物
直
売
所
や
観
光
農
園
、
ら
ら

ん
藤
岡
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
お
薦
め
は
、
群
馬
県
生
ま
れ

の「
や
よ
い
ひ
め
」。サ
イ
ズ

は
大
き
め
、果
肉
は
し
っ
か
り
、

中
ま
で
薄
い
赤
色
。
酸
味
が
な

く
ま
ろ
や
か
な
甘
み
な
ど
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、
イ
チ
ゴ
に
は

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
風
邪
予
防
や
疲
労

回
復
、
肌
荒
れ
な
ど
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。
寒
い
冬
も
藤
岡
の

味
覚
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
関
連
イ
ベ
ン
ト

い
ち
ご
＆
と
ま
と
祭　
２
月
11

日
㈷
正
午
～
ら
ら
ん
藤
岡

　
＊
詳
し
く
は
、
１
月
15
日
号
広
報

　
　
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

冷水かぶって平安祈願

寒空の下、圧巻の寒水荒行
※プレゼント当選結果
とは関係ありません。

↑繰り返し冷水をかぶり、平安と多幸を祈願する僧侶。
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藤岡キッズベースボールクラブ代表

山
や ま だ

田　惠
え い ち

一さん（藤岡）

1954年鬼石町生まれ。少年野球チームリトル藤岡
（現：藤岡リトルライオンズ）の監督を経て、平成20
年から同チームの代表を務める。

Pro� le

一
に
考
え
、
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
や
短
い

バ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
や
り
た
い

と
思
え
る
時
間
に
な
れ
ば
」と
目
を
細

め
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
は

体
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
感
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
を
一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
さ
せ

る
」と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
届
け

て
き
た
山
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
教
室
を
通
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
で
も
バ

レ
ー
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
も
ち
ろ
ん

野
球
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
」と
笑
み
を
見
せ
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

和
56
年
、当
時
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
リ
ト
ル
藤
岡
の
監
督
に
声
を

掛
け
ら
れ
、
指
導
者
の
道
を
歩
み
始
め

た
山
田
さ
ん
。
以
降
27
年
間
に
わ
た
り

監
督
と
し
て
指
導
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
、
自
身
の
退
職
を
機
に
市

内
の
年
長
児
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
に
野
球
を
教
え
る「
キ
ッ
ズ

野
球
教
室
」を
開
講
。「
自
分
は
今
ま
で

野
球
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
。
自
分
に

で
き
る
野
球
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に

興
味
を
持
つ
子
ど
も
を
増
や
し
た
い
」

と
熱
い
思
い
を
語
り
ま
す
。
教
室
で
は

ケ
ガ
な
く
安
全
に
楽
し
め
る
こ
と
を
第

昭

ち

こ
びっ

登
場

市
民

461

古紙配合率70％再生紙を使用しています。

ちびっこ応募

あなたの家のちびっこを広報で紹介しませんか？
■対象
■応募方法

■応募先

市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前・性別・生年月日・子どもへの
メッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
秘書課広報広聴係（☎㊵2208 ・ � � � �hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

小
こばや し

林　結
ゆ ら

桜ちゃん
（２歳９カ月・緑埜）

中
なかざ わ

澤　奏
か な と

心くん
（８カ月・鬼石）

我が家の甘えん坊な末っ子♡
かー君の成長が楽しみだよ！☆

岡
おかみ や

宮　彩
さ え

笑ちゃん
（４歳・藤岡）

寝る以外はずっとおしゃべり♪お歌
も上手♪みんなを笑わせてね♡

これからも彩笑ちゃんの笑顔で、
我が家を明るく彩ってね！

■
発

行
／

藤
岡

市
　

〒
375-8601　

　
　

群
馬

県
藤

岡
市

中
栗

須
327番

地
　

☎
0274㉒

1211　
0274㉔

3252
■

編
集

／
企

画
部

秘
書

課
　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.fujioka.gunm

a.jp/　
■

印
刷

／
株

式
会

社
若

草
印

刷
　
第
1172号

　
平
成
30年

2月
1日
発
行
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